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１.典拠データの機能と活用

２.2025年までの拡充の取組
典拠データ概観
個人名：識別子の拡充、没年追記
著作：2021年適用開始以降の拡充
家族名：著者使用開始（2025年4月～）
ジャンル・形式用語：適用範囲と遡及

３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
国内連携イメージ、国際連携イメージ
紙と電子の一元管理：著作典拠の活用アイディア
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一つ一つの資料をカタロガー
が判断して典拠IDでリンクし
ているため、キーワード検索
よりも精緻な検索集合を形成

＜典拠データ＞ ＜書誌データ＞

同一人物と判断した様々な表記を
１つの典拠データにまとめたもの

1.典拠データの機能と活用
典拠データの機能
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NDLの典拠IDを使用して
精緻な再検索が可能に

NDLの典拠IDを使用して
Web NDL Authorities 連携が可能に
・名称典拠

https://id.ndl.go.jp/auth/ndlna/○○
・普通件名典拠

https://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/○○
・ジャンル・形式用語

https://id.ndl.go.jp/auth/ndlgft/○○

1.典拠データの機能と活用
国立国会図書館サーチにおける活用

国立国会図書館サーチ
（NDLサーチ）単体でも！
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２.2025年までの拡充の取組
典拠データ概観（1）国立国会図書館の典拠の種類
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件数：2025年3月1日時点

参考）
アクセス・ポイントの選択・形式基準
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/accesspoint/index.html

国立国会図書館件名作業指針
国立国会図書館ジャンル・形式用語作業指針
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html

典拠の種類 例 件数
個人名 夏目, 漱石, 1867-1916；歌川, 貞虎, 江戸時代後期 1,025,256件
家族名 山田 (家) ；Habsburg (家) 2,868件
団体名 岩波書店；世界保健機関 237,919件
地名 松山市；ドバイ 36,954件
著作 源氏物語；Le petit prince 727件
統一タイトル 愛玩動物用飼料安全確保法；フィネガンズウェイク 5,652件
普通件名 インターネット；RPG 148,142件
ジャンル・形式用語 漫画；児童図書 9件

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/accesspoint/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html


資料群

典拠の種類

和・パッ
ケージ系電
子単行資料

(一般)

和・非図書
（マイクロ資料、
楽譜など）

和・録音・
映像資料

和・逐次刊
行物

和・一枚もの地
図、住宅地図

洋図書
(一般)

和・古典
籍

オンライン資料
(電子書籍・電子

雑誌)

個人・団体(著者使用) ○ ○ 主な１つ ○ ○ △ ○ ―
著作 × × × × × △ × ―
普通件名 × × × × △ × × ―
ジャンル・形式用語 △ △ ○ ○ ○ ○ × ―

資料群

典拠の種類

和図書
(一般)

和図書
(児童向け)

和図書
(簡略1：実用書、
実務書など)

和図書
(簡略2：学習関連書、 
官庁小冊子など)

個人・団体(著者使用) ○ ○ 主な１つ ×
著作 ○ ○ × ×
普通件名 ○ × × ×
ジャンル・形式用語 ○ ○ ○ △

２.2025年までの拡充の取組
典拠データ概観（2）主な資料群の典拠の詳細度
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参考）整理区分ごとの書誌データ水準
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/levels.html

的確・迅速に書誌データを作
成・提供するため、収集する
膨大な資料の特徴や提供の目
的ごとに詳細度を決定

＜和図書＞

＜和図書以外＞

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/levels.html


２.2025年までの拡充の取組
典拠データ概観（3）国立国会図書館の典拠データ提供
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https://id.ndl.go.jp/auth/ndla

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html

提供方法 典拠の種別
一括ダウンロード（RDF、TSV） 普通件名・細目・一部の固有名件名

著作
ジャンル・形式用語

個別ダウンロード（RDF、JSON） 全種類
検索用API（SPARQL） 全種類

提供方法 典拠の種別
JAPAN/MARC（A）（毎週更新） 個人名、家族名、団体名、地名、著作、統一タイトル

JAPAN/MARC（A）全件データ提供 個人名、家族名、団体名、地名、著作、統一タイトル

https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html


２. 2025年までの拡充の取組
個人名：識別子の拡充（１）
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調査・遡及入力を実施中

※検証環境画面



２. 2025年までの拡充の取組
個人名：識別子の拡充（２）
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※令和5年度書誌調整連絡会議以降、
ISNI・LCCN等を記録することで
クラスターが一時改善したが
現在は再度泣き別れ中…

調査・遡及入力を実施中



２. 2025年までの拡充の取組
個人名：没年追記
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国立国会図書館デジタルコレクションで
資料をインターネット公開するための
著作者情報公開調査
→没年が判明したらWeb NDL Authorities
にも反映することも

https://dl.ndl.go.jp/openinq

各コミュニティによる
没年調査ソンなどの参
加型取組も
https://current.ndl.go.jp/ca1939

https://dl.ndl.go.jp/openinq
https://current.ndl.go.jp/ca1939


２. 2025年までの拡充の取組
著作：日本の古典作品への遡及（和図書）
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資料群：和図書

新規受入をもとに
著作典拠作成中

日本の古典作品の一部で
遡及リンク実施中（※）

※国立国会図書館分類表の
日本の古典作品（KG25古事記～
KG174義経記）をもとに
2026年３月末までに完了見込み



２. 2025年までの拡充の取組
著作：日本の古典作品への関連充実（和古書）
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※検証環境画面

資料群：和古書

2025年4月～
書誌データから直接、国書データベース
の著作データにリンク

※国文学研究資料館から提供を受けた国書
データベース他機関連携のリストに基づく

国文学研究資料館の協力のもと、
1万1千件超を遡及予定（※）



２. 2025年までの拡充の取組
著作：対象範囲の拡充
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※仮イメージ

資料群：外国刊行洋図書
近現代の日本文学作品の翻訳書
をもとに著作典拠の拡充検討中
→資料群：和図書もリンク検討中

統一タイトル件名の
著作への統合を見据
えたルールの見直し
を検討予定



２. 2025年までの拡充の取組
家族名：著者使用開始（2025年4月～）
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・現在：件名使用のみ
・2025年4月～：
著者使用開始

・家族に対する典拠形アクセス・ポイントの
選択・形式基準

・JAPAN/MARC MARC21 フォーマット
   マニュアル （単行・逐次刊行資料編／典拠編）

・日本目録規則2018年版対応
・国立国会図書館件名作業指針にも配慮

どちらも2025年3月末公開予定



２. 2025年までの拡充の取組
ジャンル・形式用語：適用範囲と遡及
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ジャンル・形式用語 書誌リンク数
漫画 316,138
議会資料 48,993
児童図書 363,855
LLブック 68
楽譜 76,706
コンピュータゲーム 9,532
アニメーション 2,314
児童雑誌 2,261
住宅地図 122,499

2025年3月1日時点

書誌データへの遡及はほぼ完了
※分類記号等から特定可能な範囲
（「アニメーション」の遡及は、
今後検討）

2021年1月～
漫画・議会資料・
児童図書・LLブック

2022年4月～
楽譜・コンピュータゲーム・
アニメーション

2023年1月～
児童雑誌・住宅地図



目次

18

１.典拠データの機能と活用

２.2025年までの拡充の取組
典拠データ概観
個人名：識別子の拡充、没年追記
著作：2021年適用開始以降の拡充
家族名：著者使用開始（2025年4月～）
ジャンル・形式用語：適用範囲と遡及

３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
国内連携イメージ、国際連携イメージ
紙と電子の一元管理：著作典拠の活用アイディア



３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
（前提）関係機関との典拠データ連携への期待
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令和5年度書誌調整連絡会議

NDLが提供している全国書誌と、NDLサーチ
のような連携機関の書誌データを含む広義の
全国書誌をつなぐためには、関係機関との連
携協力による典拠データの共有が重要である
（和中幹雄・元大阪学院大学教授）

NDL自体の典拠コントロール対象の拡充に加
え、他の図書館と協働して、地域資料などの
書誌データをNDLによる典拠コントロールに
組み入れるような仕組みを作ることができな
いか（渡邊隆弘・帝塚山学院大学教授）

「国立国会図書館書誌データ作成・提供
計画2021-2025」の次の書誌計画は、
2025年度中に検討・策定予定。
現時点では将来の選択肢を提示。

NDLサーチを広義の全国書誌と捉え、
書誌データだけではなく典拠データ
も国内の関係機関との共有・活用を
進めたいとの思いは同じ。

典拠の共同作成は、運営コストの
高さなどもあり、今後…
→まずはリンクトオープンデータ
（LOD）のハブとして

https://current.ndl.go.jp/e2697

https://current.ndl.go.jp/e2697


３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
国内連携イメージ
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Web NDL Authorities
広義の全国書誌をつなぐために
→国内機関との連携がより重要

人物情報を識別し
やすくする付加情
報として連携？

NDLサーチの資料同定
等から人物情報の機械
連携？

国内の専門図書館・大
学図書館等の独自LOD
と連携？

他機関の
典拠LOD

※慶應義塾大学：福澤著作
典拠データ作成とリンクト
オープンデータ（LOD）公
開プロジェクトなど

目録所在情報サービス
（NACSIS-CAT/ILL）の
著作典拠4万件超の扱い？

課題：ルールの異なる典拠データや
機械連携の混在と品質の担保



３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
国際連携イメージ
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Web NDL Authorities
国際機関とのリンクトデータのハブ
→国内機関もWeb NDL Authoritiesとの
連携を通じて国際連携できる

置き換えも
選択肢？

LCリンクトデータサービス
普通件名、名称典拠の連携
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３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
（前提）紙と電子のメタデータの管理状況

DC-NDLベースの
システム

MARC 21ベースの
システム

内部的には電子資料の増
大により、別システムで
行うメタデータ作業効率
が課題に

＜紙の図書＞＜電子書籍＞

外部的にはNDLサーチ
で統合的に検索できる
ようになった
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３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
紙と電子のメタデータ一元管理：著作典拠の活用アイディア（1）

※イメージ図

図書館領域のメタデータの強みを
電子資料にも反映したい
・強み①著者名典拠コントロール
・強み②主題分析

生成AIによる
カタロガー補助
も今後検討

【紙・電子とも】
同じ著作にリンクできると判断
→同じ主題、ジャンル・形式用語、
創作者でよいとルール変更？

※IFLA LRM・official RDAで
主題は著作に紐づく

全体を同じシステムで

＜紙の図書＞＜電子書籍＞

＜著作典拠＞
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３.将来像：次期書誌計画を見据えた選択肢
紙と電子のメタデータ一元管理：著作典拠の活用アイディア（2）

＜紙の図書＞＜電子書籍＞

転記作業の自動化、
分類作業への支援
など

カタロガーによる高度な判断は
著作典拠作成にシフト？

重要なアクセスポイント
を電子にも！
→著者名典拠や分類・
件名から検索可能に

＜著作典拠＞

※イメージ図

※電子雑誌は別途検討

課題：作業負荷増を生成AIによる
カタロガー補助等だけで補えるか



典拠データ拡充の取組：まとめ
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これまで
個人名：識別子の拡充、没年追記
著作 ：2021年適用開始以降の拡充
家族名：著者使用開始
ジャンル・形式用語：適用と遡及

将来の選択肢
国内機関との連携、LODのハブとして
紙と電子の一元管理：著作典拠の活用アイディア
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